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1
case

印旛沼流域（千葉県）

健全化会議で恵みの沼を取り戻す
流域にかかわる人々の知恵を集積

雲の映りこむ印旛沼

印
旛
沼
は
、「
恵
み
の
沼
」と
し
て
、地
域
の
人
々
が

畏
敬
の
念
を
持
っ
て
接
し
、印
旛
沼
文
化
と
い
う
独
特

の
生
活
文
化
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
県
民
を
は
じ

め
印
旛
沼
に
関
わ
る
全
て
の
人
た
ち
の
心
の
拠
り
所

で
あ
り
、財
産
で
あ
り
、命
の
水
の
源
で
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
今
日
の
印
旛
沼
は
、
近
年
の
急
激
な
都
市

化
に
よ
る
生
活
環
境
の
変
化
や
社
会
経
済
活
動
等

の
影
響
に
よ
り
、
水
質
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

印
旛
沼
の
水
源
を
か
ん
養
す
る
流
域
の
台
地
、
里

山
、
谷
津
の
環
境
が
変
容
し
、
多
く
の
在
来
動
植

物
が
消
滅
す
る
な
ど
生
態
系
が
悪
化
す
る
と
と
も

に
、
土
地
利
用
の
変
化
は
洪
水
流
量
の
増
加
を
招

き
、
浸
水
等
の
水
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
」は
印
旛
沼

の
水
質
を
浄
化
し
、
健
全
な
生
態
系
を
保
全
・
再

生
す
る
と
と
も
に
、
水
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
印
旛
沼
と
共
生
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の

で
す
。
水
清
く
、
自
然
の
恵
み
に
あ
ふ
れ
、
穏
や
か

で
豊
か
な
印
旛
沼
・
流
域
を
再
生
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

【課　題】	 総合的取組
【主　体】	 千葉県・流域市町など
【連絡先】	 千葉県 �県土整備部
　　　　　 河川環境課
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地
域
の
特
徴
と
計
画
の
策
定
経
緯

印
旛
沼
は
、
千
葉
県
の
北
西
部
に
位
置

し
、
北
印
旛
沼
と
西
印
旛
沼
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
流
域
面
積
は
千
葉
県
の
面
積
の

約
10
%
に
相
当
し
、
流
域
人
口
は
約
76
万

人
で
、
千
葉
県
総
人
口
の
約
12
%
を
占
め

て
い
ま
す
。

印
旛
沼
流
域
で
は
、
か
つ
て
は
台
地
に

枝
状
に
入
り
組
ん
だ
地
形
で
あ
る
谷
津
の

効
果
で
斜
面
か
ら
の
豊
富
な
湧
水
が
湧
出

し
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
多
く
の
生
物
を

育
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は

か
つ
て
の
湧
水
量
や
生
物
多
様
性
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

千
葉
県
で
は
、
印
旛
沼
の
水
質
の
改
善
、

流
域
の
自
然
環
境
の
再
生
、
水
害
被
害
の

軽
減
を
目
的
に
、
2
0
0
1
年
に
、
印
旛

沼
の
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る「
印
旛

沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議
」を
立
ち
上

げ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
取
組
の
検
討
を
始

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
2
0
0
4
年
に
は

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
緊
急
行
動

計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

緊
急
行
動
計
画
の
策
定
以
降
、
流
域
各

地
で
多
く
の
取
組
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
2
0
0
7
年
度
の
印
旛
沼
の
水
質
は

全
国
湖
沼
水
質
ワ
ー
ス
ト
で
あ
り
、
改
善

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
緊
急
行

動
計
画
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
を
基
に

新
た
な
取
組
を
追
加
し
、
2
0
3
0
年
度

を
目
標
年
次
と
す
る「
印
旛
沼
流
域
水
循

環
健
全
化
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画

印
旛
沼
流
域
に
と
っ
て「
健
全
な
水
循

環
」と
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
豊
富
な
わ
き

水
が
湧
き
、
流
域
や
沼
に
す
む
在
来
の
生

き
物
が
豊
か
で
、
水
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
、流
域
で
生
活
を
営
む
人
々

が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、
印
旛
沼
・
水
の

恵
み
を
享
受
で
き
る
状
態
を
示
し
ま
す
。

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
」は

「
水
循
環
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
印
旛

沼
に
関
わ
る
全
て
の
関
係
者
が
、
様
々
な

取
組
を
協
働
し
て
行
う
た
め
の
計
画
で
す
。

計
画
の
目
標
達
成
に
よ
っ
て
印
旛
沼
の
水

質
改
善
、
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
と
と

も
に
、地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
計
画
の
特
徴
と
し
て
は
、
緊
急
行
動

計
画
を
ベ
ー
ス
に
モ
デ
ル
地
域
を
選
定
し
、

取
組
に
よ
る
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
新
た
な
取
組
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と

や
、
水
循
環
健
全
化
の
取
組
・
計
画
に
関

し
て
住
民
と
行
政
と
で
意
見
交
換
を
行
い
、

出
て
き
た
意
見
を
計
画
に
反
映
し
て
い
る

事
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
住
民
と
行

政
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た

「
印
旛
沼
わ
い
わ
い
会
議
」で
出
さ
れ
た
約

5
0
0
も
の
意
見
が
、
本
計
画
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

９つの推進テーマ及び強化対策と支援の仕組

土
地
利
用
と
水
循
環
の
変
化

1970年
代
前
半

水
質
悪
化
・
谷
津
・
里
山
の
環
境
悪
化
・
生
態
系
の

悪
化

1970年
代
後
半

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1980 1970

人
と
水
の
関
わ
り
の
希
薄
化

「
第
２
期
行
動
計
画
」策
定

2017.3

印
旛
沼
開
発
事
業　

竣
工

1960年
代
後
半

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議
」立
ち
上
げ

2001

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
緊
急
行
動

計
画
」策
定

2004.2

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
」・�

「
第
１
期
行
動
計
画（
案
）」策
定

2010.1

34
の
対
策
群

取
組
を
流
域
全
体
へ

み
た
め
し
行
動
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印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化

会
議
を
要
に
活
動
を
展
開

「鍵」
その1印

旛
沼
は
、1
9
8
8
年
度
か
ら
国

に
よ
っ
て
利
根
川
・
印
旛
沼
総
合
開
発

事
業
の
実
施
計
画
調
査
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
国
の
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
、

2
0
0
0
年
に
、
利
水
を
伴
っ
た
総
合
開

発
と
し
て
の
事
業
の
中
止
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
県
で
は
、
今
後
と
も
印
旛
沼
の

水
質
浄
化
、
治
水
対
策
は
急
務
で
あ
る
と

の
考
え
に
よ
り
、
中
・
長
期
的
観
点
か
ら

流
域
の
健
全
な
水
循
環
を
考
慮
し
た
印
旛

沼
の
水
環
境
改
善
策
、
治
水
対
策
を
検
討

す
る
た
め
、
2
0
0
1
年
に
印
旛
沼
流
域

水
循
環
健
全
化
会
議
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
0
4
年
に「
緊
急
行
動
計
画
」が
策

定
さ
れ
て
以
降
、
様
々
な
取
組
が
展
開
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
最
大
の

問
題
点
は
、
健
全
化
の
取
組
の
意
義
と
内

容
が
、
流
域
住
民
の
方
々
や
市
町
、
そ
し
て

県
の
行
政
部
局
で
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
の
レ
ビ
ュ
ー
と
新
た
な
社

会
的
課
題
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た「
第

2
期
行
動
計
画
」の
中
で
、「
人
を
つ
な
ぎ
、

地
域
を
つ
な
ぎ
、
未
来
を
つ
な
ぎ
～
水
循

環
健
全
化
の
環
を
広
げ
、
印
旛
沼
流
域
創

生
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
つ
な
げ
る
」と
い
う

基
本
的
理
念
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
様
々

な
取
組
に
対
し
て「
共
感
を
広
げ
、
多
様
な

主
体
と
の
連
携
・
協
働
を
推
進
す
る
」こ
と

を
共
通
の
努
力
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

印
旛
沼
ル
ー
ル
で
水
循
環
の

心
構
え
を
地
域
に
浸
透

「鍵」
その2

　

「
印
旛
沼
流
域
に
お
け
る
雨
水
浸
透
施

設
及
び
雨
水
貯
留
施
設
の
設
置
を
推
進

す
る
た
め
の
ル
ー
ル
」（
通
称
:
印
旛
沼

ル
ー
ル
）は
、
印
旛
沼
流
域
に
お
け
る
⾬

⽔
浸
透
施
設
・
⾬⽔

貯
留
施
設
の
設
置

を
推
進
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
関
係
者

の
⼼
構
え
を
示
し
た
ル
ー
ル
で
す
。
印

旛
沼
流
域
は
都
市
化
が
進
み
、
地
⾯
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
覆

わ
れ
、
⾬⽔

が
地
下
に
浸
み
込
み
に
く
く

な
っ
て
お
り
、
道
路
冠
⽔
等
の
⽔
害
の
危

険
性
が
⾼
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
⾬

⽔
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る「
⾬⽔

浸
透

ま
す
」や
⾬⽔

を
⼀
時
的
に
貯
め
る「
雨

水
貯
留
タ
ン
ク
」の
設
置
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。（
2
0
1
9
年
度
末
時
点
の
印

旛
沼
流
域
の
雨
水
浸
透
施
設
設
置
数
は

1
4
5
0
1
1
基
）

千
葉
市
、
船
橋
市
、
佐
倉
市
、
成
田
市
、

酒
々
井
町
で
は
、「
雨
水
浸
透
ま
す
」や

「
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
」を
設
置
す
る
際
、
一

定
の
基
準
を
満
た
し
た
場
合
に
、
設
置
費

用
の
一
部
を
市
町
が
助
成
す
る
補
助
制

度
が
あ
り
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

印旛沼流域水循環健全化会議の運営体制と取組例

印旛沼ルール普及のパンフレット
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産
官
学
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

﹁
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ

協
働
駆
除
作
戦
﹂

「
印
旛
沼
流
域
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア
﹂

「鍵」
その3ナ

ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
は
、
南
米
原

産
の
水
草
で
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
繁
殖
力
が
強
く
、
生
態
系
を
脅

か
す
だ
け
で
な
く
、
施
設
の
排
水
運
転
が

困
難
に
な
り
、
洪
水
対
策
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
も
あ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
の
安
全
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

現
在
の
印
旛
沼
は
、
多
く
の
在
来
動
植

物
が
減
少
し
て
い
る
一
方
、
外
来
種
が
多

く
侵
入
し
、
特
に
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト

ウ
は
、
印
旛
沼
周
辺
に
広
く
生
育
し
、
在

来
の
生
物
に
影
響
を
与
え
、
時
に
は
排
水

機
場
の
運
転
を
妨
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
川
を
通
じ
て
印
旛
沼
に

流
れ
込
む
桑
納
川
と
神
崎
川
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
等
と

連
携
し
、
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
の
駆

除
作
戦
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
・
食
・
観
光
な
ど
の
幅
広

い
視
点
か
ら
印
旛
沼
と
そ
の
流
域
の
多

彩
な
魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
２
０
０
５
年
か
ら「
印
旛
沼
流
域
環

境
・
体
験
フ
ェ
ア
」が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。（
２
０
０
９
年
ま
で
は「
環
境
フ
ェ
ア
」

の
名
称
で
開
催
）

企
画
の
一
部
を
地
域
住
民
の
有
志
団
体

が
担
い
、
ブ
ー
ス
出
展
に
は
企
業
・
行
政

機
関
・
大
学
・
市
民
団
体
等
が
多
数
参
加

し
、
流
域
圏
の
人
々
と
印
旛
沼
と
の
つ
な

が
り
を
強
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
２
０
１
９
年
は
大
雨
に
よ
り
環
境
・

体
験
フ
ェ
ア
が
、
２
０
２
０
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
駆

除
作
戦
及
び
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。）

会場の様子 Ｅボート体験 流域市町キャラクター撮影会

印旛沼流域環境・体験フェアの様子

2019年度のナガエツルノゲイトウ協働駆除作戦の様子

流域マネジメント、ここが「鍵」

川を塞ぐ巨大群落 土嚢に積込み・集積した様子

陸揚げ作業の様子水中での駆除の様子
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関
係
機
関
と
連
携
し
た
治
水
対
策

﹁
印
旛
沼
の
予
備
排
水
﹂

「鍵」
その4印

旛
沼
で
は
、
治
水
対
策
を
は
じ
め
と

し
、
農
業
用
水
、
工
業
用
水
、
水
道
用
水

が
安
定
的
に
取
水
で
き
る
よ
う
、
時
期
に

よ
り
適
切
な
水
位
を
設
定
し
、
水
門
や
機

場
を
操
作
し
た
水
位
管
理
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

2
0
1
3
年
の
台
風
26
号
に
よ
る
被
害

を
契
機
に
、
洪
水
対
策
と
し
て
、
大
雨
の

前
に
あ
ら
か
じ
め
水
位
を
低
下
さ
せ
、
利

水
容
量
の
一
部
を
治
水
容
量
に
振
り
替
え

る
予
備
排
水
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
利
水
者
、
河
川
管
理
者
、
関

係
市
町
等
で
構
成
す
る「
印
旛
沼
に
係
る

浸
水
被
害
軽
減
に
向
け
た
調
整
会
議
」に

お
い
て
、
予
備
排
水
の
効
果
的
な
運
用
方

法
に
つ
い
て
関
係
機
関
が
連
携
し
、調
整
・

検
証
を
行
い
、
決
定
し
た
も
の
で
す
。

現
在
は
、
流
域
の
予
測
総
雨
量
が

1
0
0
ミ
リ
を
超
え
る
場
合
に
予
備
排
水

を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

目
標
と
達
成
状
況

印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
で
は
、

5
つ
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
こ
の
達
成
状

況
を
評
価
す
る
た
め
の
9
つ
の
目
標
評
価

指
標
と
目
標
値
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

5
つ
の
目
標

1 

「
良
質
な
飲
み
水
の
源
」

2 

「
遊
び
、
泳
げ
る
」

3 

「
ふ
る
さ
と
の
生
き
物
は
ぐ
く
む
」

4 

「
水
害
に
強
い
」

5 

「
人
が
集
い
、
人
と
共
生
す
る
」

活動の�
効　果

印旛沼縦断概要図

第10回調整会議の様子

9
つ
の
評
価
指
標
と

達
成
状
況（
2
0
1
9
年
度
末
時
点
）

① �

水
質（
C
O
D
、ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a
）

…
目
標
値
よ
り
高
い
値
が
多
く
見

ら
れ
る
。

② �

ア
オ
コ
…
発
生
は
確
認
さ
れ
た
が
、

回
数
は
減
少
傾
向
。

③ �

清
澄
性
…
観
測
回
に
よ
り
変
動
は

あ
る
が
、
改
善
傾
向
。

④ �

に
お
い
…
過
年
度
と
同
程
度
あ
る

い
は
減
少
傾
向
。

⑤ �

水
道
に
適
し
た
水
質（
2
‐
M
I
B
、

ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
生
成
能
）
…
悪
化

は
見
ら
れ
ず
過
年
度
と
同
等
の
状
況
。

⑥ �

利
用
者
数
…
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場

を
始
め
印
旛
沼
・
流
域
を
訪
れ

る
人
は
増
加
傾
向
。（
花
火
大
会
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
コ
ス
モ
ス
祭
り
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
環
境
・
体
験
フ
ェ

ア
、
清
掃
活
動
等
）

⑥ �

湧
水
…
観
測
点（
加
賀
清
水
湧
水
）

で
枯
渇
は
な
し
。

⑧ �

生
き
物
…
特
定
外
来
生
物
の
繁
茂

が
確
認
さ
れ
、
排
水
へ
の
支
障
も

懸
念
。

⑨ �

水
害
…
流
域
河
川
の
河
道
整
備
や

印
旛
沼
の
計
画
堤
防
高
さ
の
維
持
、

予
備
排
水
を
行
う
な
ど
、
治
水
安

全
度
を
向
上
さ
せ
る
取
組
を
推
進
。


